
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市部

地方部

交通渋滞 排ガスによる環境問題

マイカー依存型の
都市構造への変化

公共交通の衰退

トランスポーテーション・プアの増加
（自動車を持てない人々） → 移動手段が
（自動車を保有していない人々） 無い

トランスポーテーション・
プアの解消

交通混雑の緩和

環境の改善
排出ガスの削減

○○市

対象地域

♡ ♡町
地域と交通行動・交通特性に関する研究
◦ 全国都市パーソントリップ（PT）調査
◦ 地域住民へのアンケート調査 etc.

分析結果

公共交通の活性化
公共交通の再整備

土地利用問題（郊外化）

整備方策A

整備方策B

国
分析結果

（政策のメニュー）
分析・考察分析・考察

対応策対応策

☆☆市

提示提示

提示提示

互いに
参考にする 適用に限界

所属： 八戸工業高等専門学校 建設環境工学科 

研究タイトル： 

地方部におけるモビリティ確保と地域活性化 

 

氏名：   今野惠喜 ／KONNO Keiki  E-mail： konno-z@hachinohe-ct.ac.jp 

職名： 教授 学位：  

所属学会・協会： 土木学会 日本都市計画学会 日本交通学会 交通工学研究会 

キーワード： モビリティ、アクセシビリティ、地域公共交通の活性化・再整備 

技術相談 

提供可能技術： 

・地域公共交通整備 

・ 

・ 

 

 
研究内容： モビリティとアクセシビリティ特性に基づく自治体の分類 

 

 モータリゼーションの進展によって、都市部を中心に交通渋滞や自動車の排出ガスによる環境問題、マイカー依存型

の都市構造への変化の問題などがあり、また一方、地方部では公共交通の衰退により、トランスポーテーション・プアな

どの問題が顕在化している。これらへの対策として公共交通の活性化と再整備が必要であり、そのためには、地域の

交通特性を踏まえて整備方策を検討すべきである。 

地域と交通行動・交通特性に関しては、過去に様々な研究が行われているが、これらは一部地域を対象としたもの

がほとんどであるため、分析結果を広く他の地域の交通対策に結び付けようとする場合には限界がある。そこで、特性

の似かよった自治体が互いに政策を参考にできたり、国側が交通政策のメニューを作成しやすくなるように、東北の自

治体を例に分類を試みている。 

 

 
提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  

 

 

 

 


